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超伝導転移端温度計（Transition Edge Sensor : TES）型マイクロカロリメータは温度計、

吸収体、熱リンク、熱浴で構成されており、超伝導現象の特徴である転移温度付近におけ

る急激な電気抵抗の変化を利用し、放射線の入射による温度上昇を正確に測定することで

優れたエネルギー分解能を実現している。 

我々は、数百 keV程度のエネルギーを持つガンマ線領域で優れたエネルギー分解能を有

する TES 型マイクロカロリメータの開発を目指している。このガンマ線検出用 TES型マ

イクロカロリメータの性能を評価するために複素インピーダンス測定を行った。複素イン

ピーダンス測定の結果を熱的・電気的モデルによって得られた式にフィッティングするこ

とで TES素子の熱的パラメータ、電気的パラメータを求めることができる。フィッティン

グには、吸収体と TES温度計の 2つで熱収支を考える 2blockモデルを適用した。各パラ

メータからエネルギー分解能に対する TES素子の性能を評価することで新たなガンマ線検

出用 TES型マイクロカロリメータの設計指針を立てることができる。 

今回我々は、転移温度 171 mKの TES温度計に 1 mm×1 mm×0.7 mmのビスマス吸収体

を接着して複素インピーダンス測定とガンマ線照射実験を行った。本講演では使用したガ

ンマ線検出用 TES型マイクロカロリメータの性能評価の結果と今後の予定について詳細に

報告する。 
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